
令和３年度　事務事業評価シート

施 策 222

事 業 名

根 拠 法 令

関 連 計 画

実 施 基 準 実施方法 一部委託

事 業 内 容

議 会 質 問

の 状 況

そ の 他

特 記 事 項

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

182,078 104,652 118,609 125,510 121,577 139,706

173,462 100,797 115,432 120,476 113,574 139,706

112,858 100,797 115,432 120,476 113,574 139,706

60,604 0 0 0 0 0

95.3% 96.3% 97.3% 96.0% 93.4% 100.0%

12,797 11,359 16,762

173,462 100,797 128,229 131,835 130,336

主な事業費用の説明

B.人コスト

総事業決算額（A+B）

　特定自転車駐車場に関する維持運営に要する経費

執行実績報告書P（令和2年度） P157-5の一部

経 過

区独自基準

A.決算額（令和３年度は見込み）

国

都

安全で快適な暮らしを支える、便利な交通環境を形成する 部内優先順位

自転車駐車場等維持管理費 13

　平成２５年度　放置自転車に関係する業務と、自転車駐車場等の管理運営に関係する業務を分割。
　平成２９年度　錦糸町駅周辺（北口・南口・牡丹橋・第3種・保管所）の管理運営に係る事業を駅周辺一括管理事業と
して分割。（機器借上・保守、施設の設備点検保守等は本予算にて計上）

　自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合的推進に関する法律
   墨田区自転車の利用秩序及び自転車駐車場の整備に関する条例

　墨田区自転車の利用秩序及び自転車駐車場の整備に関する条例」に基づき、第１種、第２種及び第３種特定自転車
駐車場を通勤・通学等のために利用できる駅周辺の自転車駐車場として適正に管理運営する。

開始年度 平成25年度 終了予定 なし

［平成30年４定 ］　 押上駅前自転車駐車場のラックの故障について
［令和元年10月］　 押上駅前自転車駐車場のラックの故障について

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）
　
　特になし

予算・決算額推移（千円）

予算現額（事業費）

その他

財 源

執行率（％）

一般財源

予算書P（令和3年度） P214 6-5

目 的 　区が管理する自転車駐車場及び自転車保管所の適正な管理運営が行われている。

人員体制・委託先 常勤4・会計年度任用制度職員2、委託先：墨田区シルバー人材センター  

主管課・係（担当）

対 象 者 　自転車利用者

土木管理課交通安全担当

03-5608-6203



指　標 単　位 台/年

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標 10,728 10,728 11,400 11,400

実績 10,728 10,999 11,247 11,184

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 11,400 11,400 11,400 11,400 11,400 11,400

実績 11,154

指　標 単　位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標 制度なし 2,152 2,000 1,500

実績 制度なし 1,882 1,431 1,458

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 1,000 800 600 400 300 200

実績 1,111

現状維持

11,400 R7

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

R7200

課題・問題点

　キャンセル待ちの多い自転車駐車場がある一方で、立地条件等により利用者数が少ない自転車駐車場もあることか
ら、自転車駐車場の位置やキャンセル待ち数で利用料の差をつける料金形態の導入が可能か検討する。
　区営自転車駐車場については、利用者の利便性の向上を図りつつ運営を効率化することが課題となっていることか
ら、民間活力（民営化や民間委託化の検討）やIOTの導入により、更なる業務の改善を目指す。

手 段 に

対する指標

(活動指標)

自転車駐車場の収容台数

指標の選定理由及び目標値の理由

　自転車駐車場の収容台数を増やすことで区民ニーズに応える。

目 的 に

対する指標

(成果指標)

自転車駐車場申請者キャンセル待数（第1種及び第2種の
定期利用）

指標の選定理由及び目標値の理由

 駅周辺の区営自転車駐車場が確保されることで、通勤・通学等の利用者への
利便性及び放置自転車の減少に寄与しているため、自転車駐車場及び自転
車保管所の適正な管理運営を継続していく必要がある。

　キャンセル待ちの区民が多いとニーズに応えていないことになる。(キャンセル待ち数を減らしていくことでニーズに応
える。)　区が設置する収容台数は増加させない（減少する可能性もある）が、駅周辺全体の自転車駐車場の管理（数
値化困難）を適正に行うことで、キャンセル待ちを減少させていく。

事 業 の

成 果
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事 業 名

根 拠 法 令

関 連 計 画

実 施 基 準 実施方法 一部委託

事 業 内 容

議 会 質 問

の 状 況

そ の 他

特 記 事 項

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

108,036 74,915 75,880 75,891 76,081 81,790

105,514 72,860 71,559 74,017 73,506 81,790

20,000 20,400 36,150 39,125 49,252 39,914

85,514 52,460 35,409 34,892 24,254 41,876

97.7% 97.3% 94.3% 97.5% 96.6% 100.0%

12,351 10,486 12,351

105,514 72,860 83,910 84,503 85,857

目 的 　駅周辺等の放置自転車による生活環境の悪化を防止し、安全で快適なまちとなってい
る。

人員体制・委託先 常勤4・会計年度任用制度職員2、委託先：墨田区シルバー人材センター

主管課・係（担当）

対 象 者 　自転車利用者

土木管理課交通安全担当

03-5608-6203

国

都

その他

財 源

執行率（％）

一般財源

予算書P（令和3年度） P213 6-4

安全で快適な暮らしを支える、便利な交通環境を形成する 部内優先順位

放置自転車対策費 14

 平成29年度から平成30年度にかけて撤去手数料を段階的に改定した。（２千円から５千円に改定）

　自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合的推進に関する法律
　墨田区自転車の利用秩序及び自転車駐車場の整備に関する条例

●啓発キャンペーンの実施
　 自転車整理員による日常的な周知活動や呼びかけの他、毎年都内で行われる「駅前放置自転車追放キャンペー
ン」や､放置状況が顕著な駅周辺で個別に行うキャンペーンを通して、指導・啓発を行っている。
●放置自転車の撤去
　 森下駅を含む計14駅の周辺に自転車放置禁止区域を定め、即時撤去を実施している。
　 撤去後は保管所へ移送・保管し、返還業務を行う。撤去の公示は、所有者への通知又は告示により行い、保管期間
経過後も引取りのない撤去自転車については、自転車の状態に応じてリサイクル、海外供与、売却、廃棄といった処
分を行っている。

開始年度 昭和６０年度 終了予定 なし

[平成30年決特]　放置自転車の状況について ほか
[令和元年10月]　ライフセントラルスクエア押上駅前店前の放置自転車について
[令和２年２月］　撤去自転車の海外供与状況の周知について

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）

　放置自転車に関するキャンペーン　春・秋実施

予算・決算額推移（千円）

予算現額（事業費）

経 過

区独自基準

A.決算額（令和３年度は見込み）

主な事業費用の説明

B.人コスト

総事業決算額（A+B）

　放置自転車の警告、撤去、運搬、保管、返還に係る経費（錦糸町駅周辺を除
く）

執行実績報告書P（令和2年度） P157-4



指　標 単　位 台/年

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標 4,500 4,400 4,300 4,200

実績 4,380 3,958 4,241 4,022

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 4,100 4,000 3,900 3,800 3,700 3,600

実績 2,904

指　標 単　位 台

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標 1,200 1,060 920 780

実績 865 715 751 420

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 640 500 400 350 330 300

実績 412

事 業 の

成 果

R7300

　錦糸町駅を除く区内全駅の放置自転車台数の推移によって、効果が確認できる。

課題・問題点

   放置自転車に関する警告、撤去、保管、返還の一連業務は多数の人員が必要だが、放置自転車を減少させつつ経
費を削減することが課題であり、業務の効率化にはＩＯＴ機器の導入や民託化の導入を検討する必要がある。

手 段 に

対する指標

(活動指標)

放置自転車撤去台数（錦糸町駅周辺を除く）

指標の選定理由及び目標値の理由

　自転車撤去台数が明確な指標となる。
　自転車撤去作業により放置禁止の周知が進み撤去台数が減少する。

目 的 に

対する指標

(成果指標)

区内全駅の放置自転車台数（錦糸町駅周辺を除く）

指標の選定理由及び目標値の理由

　駅周辺の放置自転車の撤去や啓発の実施により、区内全駅の放置自転車
台数は減少しており、駅周辺における安全で快適な環境を今後も維持していく
必要がある。

現状維持

3,600 R7

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等
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事 業 名

根 拠 法 令

関 連 計 画

実 施 基 準 実施方法 直営

事 業 内 容

議 会 質 問

の 状 況

そ の 他

特 記 事 項

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

401,112 396,210 372,764 414,278 417,308 453,283

388,215 386,667 363,887 404,584 411,899 453,283

23,328 14,575 1,750 9,300 6,680

364,887 372,092 362,137 395,284 405,219 453,283

96.8% 97.6% 97.6% 97.7% 98.7% 100.0%

26,643 13,579 14,144

388,215 386,667 390,530 418,163 426,043

　特になし

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）

　特になし

経 過

開始年度 昭和２８年度 終了予定 ―

過去3年間の実績
【道路維持工事件数】
[平成30年度]　２１９件　舗装面積２，７９４㎡　Ｌ形改修４９３ｍ　　（区道延長254,138ｍ）
[令和元年度]　２０８件   舗装面積２，３１３㎡　Ｌ形改修９３７ｍ　　（区道延長254,138ｍ）
[令和  2年度]　１９３件　舗装面積２，３３６㎡　Ｌ形改修８９３ｍ　　（区道延長254,138ｍ）

　道路法

法令基準 人員体制・委託先 常勤6、会計年度任用職員1

　区道において、維持補修工事、清掃及び不法投棄処理等を適時、適正に実施する。

主な事業費用の説明

B.人コスト

総事業決算額（A+B）

・機械清掃委託費・道路等草刈除草清掃委託費・道路等汚泥等清掃委託費
・維持補修工事費
・会計年度任用職員報酬及び期末手当1,466千円

P210 2-1 P154-1

安全で快適な暮らしを支える、便利な交通環境を形成する 部内優先順位

道路維持事業費 15

予算・決算額推移（千円）

予算現額（事業費）

A.決算額（令和３年度は見込み）

国

都

その他

財 源

執行率（％）

一般財源

予算書P（令和3年度） 執行実績報告書P（令和2年度）

対 象 者 　区民、来街者

目 的 　区道の歩行者等が安全・快適に通行できる状態を継続的に維持する。

主管課・係（担当）

道路公園課計画調整担当

03-5608-6291



指　標 単　位 件/年

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 R1

目標 200 200 200 200

実績 216 245 219 208

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 200 200 200 200 200 200

実績 193

指　標 単　位 ％

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 R1

目標 26 ― 27 ―

実績 26.9 ― 29.6 ―

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 28 ― 29 ― 30 30

実績 32.3

課題・問題点

　時間の経過とともに施設の老朽化が進み、あわせて近年工事費が増加傾向にある。
　路線ごとに行う路面改修工事や企業工事などと連携し、効率的かつ計画的な補修工事を行っていく必要がある。

R7

指標の選定理由及び目標値の理由

　道路維持事業で、安全、快適に通行できる状態を確保することが、交通の安全性に満足している区民割合を高めるこ
とに繋がる。

手 段 に

対する指標

(活動指標)

道路維持補修件数

200 R7

指標の選定理由及び目標値の理由

　道路の機能を維持するために施工する維持補修件数を活動指標とした。
　目標値は、本区の道路機能を一定水準に保つために必要とする維持補修件数を近年の実績から２００件とした。

目 的 に

対する指標

(成果指標)

「交通の安全性に満足している」区民の割合

30

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

事 業 の

成 果

現状維持

　地域住民だけでなく多くの来街者に対し、安全で快適な道路利用環境を提供
していく。
　緊急性の高い補修工事を優先して施工するとともに、路面改修工事や企業工
事等の他事業と連携し、効率的かつ計画的に補修を行っていく必要がある。
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事 業 名

根 拠 法 令

関 連 計 画

実 施 基 準 実施方法 直営

事 業 内 容

議 会 質 問

の 状 況

そ の 他

特 記 事 項

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

1,000 1,095 3,842 1,206 1,206 1,206

993 1,030 3,827 1,188 1,163 1,206

993 1,030 3,827 1,188 1,163 1,206

99.3% 94.1% 99.6% 98.5% 96.4% 100.0%

26,643 6,789 7,058

993 1,030 30,470 7,977 8,221

　特になし

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）

　特になし

対 象 者 　区民、来街者

　道路法

法令基準 人員体制・委託先 常勤3

　区管理の橋梁において、緊急に簡易補修が必要な場合に対応する事業である。

経 過

開始年度 昭和28年度 終了予定 ―

過去3年間の実績
[平成30年度]　清平橋 路面補修、新辻橋(東側) 高欄塗装、平井橋 路面補修、新辻橋(南側) 高欄塗装
　　　　　　　　　　一之橋点字補修
[令和元年度]　清平橋（西側） 路面補修、清平橋（西側） 路面補修、塩原橋 段差補修
[令和２年度]　東武橋 路面補修、西十間橋 路面補修、中平井橋 路面清掃

　

主な事業費用の説明

B.人コスト

総事業決算額（A+B）

・船舶の借上げ費用
・維持補修費

予算書P（令和3年度） 執行実績報告書P（令和2年度）P213 5-1 P156-1

安全で快適な暮らしを支える、便利な交通環境を形成する 部内優先順位

橋梁維持費 16

予算・決算額推移（千円）

予算現額（事業費）

A.決算額（令和３年度は見込み）

国

都

その他

財 源

執行率（％）

一般財源

目 的 　区が管理する25橋梁の維持管理において、緊急に簡易補修が必要な場合に対応す
る。

主管課・係（担当）

道路公園課計画調整担当

03-5608-6291



指　標 単　位 橋/年

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 R1

目標 1 1 1 1

実績 3 3 5 3

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 1 1 1 1 1 1

実績 3

指　標 単　位 ％

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 R1

目標 26 ― 27 ―

実績 26.9 ― 29.6 ―

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 28 ― 29 ― 30 30

実績 32.3

課題・問題点

　橋梁の老朽化により、緊急性の高い維持補修工事が増加傾向にある。
　応急的な補修をするとともに、大規模な工事を橋梁長寿命化修繕計画に基づいて計画的に実施する必要がある。

R7

指標の選定理由及び目標値の理由

　橋梁維持事業で緊急補修し、橋梁の安全性を高めることが、交通の安全性に満足してる区民割合を高めることに繋
がる。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

事 業 の

成 果

手 段 に

対する指標

(活動指標)

橋梁維持補修件数

1 R7

指標の選定理由及び目標値の理由

　橋梁の機能を維持するために施工する維持補修件数を活動指標とした。
　目標値は、緊急性の高い維持補修工事として１件とした。

目 的 に

対する指標

(成果指標)

現状維持
　橋梁の安全性確保のため、緊急的な補修工事は必要である。
　計画的な修繕工事と連携し、効率よく事業を継続していく。

「交通の安全性に満足している」区民の割合

30



令和３年度　事務事業評価シート

施 策 222

事 業 名

根 拠 法 令

関 連 計 画

実 施 基 準 実施方法 直営

事 業 内 容

議 会 質 問

の 状 況

そ の 他

特 記 事 項

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

188,530 188,648 178,541 104,527 112,598 119,260

185,456 183,663 178,079 98,643 108,380 119,260

185,456 183,663 178,079 98,643 108,380 119,260

98.4% 97.4% 99.7% 94.4% 96.3% 100.0%

26,643 4,526 4,411

185,456 183,663 204,722 103,169 112,791

目 的 　交通安全施設の維持補修、交差点の改良を行い、安全、安心、快適な道路空間を維持
する。

主管課・係（担当）

道路公園課計画調整担当

03-5608-6291

安全で快適な暮らしを支える、便利な交通環境を形成する 部内優先順位

交通安全施設維持管理費 17

予算・決算額推移（千円）

予算現額（事業費）

A.決算額（令和３年度は見込み）

国

都

その他

財 源

執行率（％）

一般財源

主な事業費用の説明

B.人コスト

総事業決算額（A+B）

・光熱水費（街路灯電気料）
・維持補修費

予算書P（令和3年度） 執行実績報告書P（令和2年度）P215 7-1 P158-1

　特になし

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）

　特になし

対 象 者 　区民、来街者

　道路法

法令基準 人員体制・委託先 常勤2

　ガードレール、ガードパイプ、区画線などの交通安全施設の維持補修や交差点の改良を、適切に実施する。

経 過

開始年度 昭和28年度 終了予定 ―

過去3年間の実績
　[平成30年度]　ガードパイプ （三連） 380.0m　　ガードパイプ   4.5m
　　　　　　　　　　 街路灯LED照明機器リース化による電気料の減額
　[令和元年度]　ガードパイプ （三連） 310.0m　　ガードパイプ   6.6m
　[令和2年度]    ガードパイプ （三連）177.0m　　ガードパイプ  30.0m

※既存ガードレールについては、ガードパイプ（三連）に改修している。



指　標 単　位 件/年

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 R1

目標 180 180 180 180

実績 209 281 226 211

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 180 180 180 180 180 180

実績 153

指　標 単　位 ％

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 R1

目標 26 ― 27 ―

実績 26.9 ― 29.6 ―

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 28 ― 29 ― 30 30

実績 32.3

「交通の安全性に満足している」区民の割合

30

現状維持 　スクールゾーン対策連絡会等と連携し、維持管理を継続していく。

課題・問題点

　施設が老朽化し、応急的な補修を行っているが、不健全箇所が年々増加しているため、路面改修工事や企業工事等
の他事業と連携し、効率的かつ計画的な補修を行う必要がある。

R7

指標の選定理由及び目標値の理由

　交通安全施設維持管理で、ガードレール等を維持補修し、安全・快適に通行できる状態を確保することが、交通の安
全性に満足している区民割合を高めることにつながる。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

事 業 の

成 果

手 段 に

対する指標

(活動指標)

交通安全施設改修件数

180 R7

指標の選定理由及び目標値の理由

　老朽化や危険な箇所等を良好な状態に保つように維持補修しているため、補修件数を目標値とした。

目 的 に

対する指標

(成果指標)



令和３年度　事務事業評価シート

施 策 222

事 業 名

根 拠 法 令

関 連 計 画

実 施 基 準 実施方法 直営

事 業 内 容

議 会 質 問

の 状 況

そ の 他

特 記 事 項

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

67,916 69,831 71,436 70,907 70,950 71,990

64,674 66,683 68,962 65,842 66,750 71,990

180

64,674 66,503 68,962 65,842 66,750 71,990

95.2% 95.5% 96.5% 92.9% 94.1% 100.0%

26,643 11,316 12,351

64,674 66,683 95,605 77,158 79,101

予算書P（令和3年度） 執行実績報告書P（令和2年度）P219 3-1 P162-1

安全で快適な暮らしを支える、便利な交通環境を形成する 部内優先順位

公衆便所維持管理費 18

予算・決算額推移（千円）

予算現額（事業費）

A.決算額（令和３年度は見込み）

国

都

その他

財 源

執行率（％）

一般財源

主な事業費用の説明

B.人コスト

総事業決算額（A+B）

・光熱水費（電気料）
・トイレ清掃委託費　・草刈除草清掃委託費
・維持補修費

[令和３年３月］　立花周辺の公衆トイレについて、古くてあまりきれいでなく、外で働く宅配業等の方は利用しづらい。

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）

　特になし

目 的 　利用者が快適に利用できるように、便所清掃及び施設の維持補修等を行う。

主管課・係（担当）

道路公園課計画調整担当

03-5608-6661

対 象 者 　区民、来街者

　墨田区公衆便所に関する条例

区独自基準 人員体制・委託先 常勤5

　公衆トイレの清掃及び施設の維持補修等を行うことで、常に良好な環境を保持し、安心・清潔なトイレを提供する。

経 過

開始年度 ― 終了予定 ―

過去３年間の実績
公衆便所（全41か所）
　[平成30年度]　公衆トイレ平均清掃回数　1.1（回/日）
　[令和元年度]　公衆トイレ平均清掃回数　1.1（回/日）
　[令和２年度]　 公衆トイレ平均清掃回数　1.1（回/日）



指　標 単　位 回／日

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 R1

目標 1.1 1.1 1.1 1.1

実績 1.1 1.1 1.1 1.1

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2

実績 1.1

指　標 単　位 ％

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 R1

目標 46.7 ― 47 ―

実績 46.7 ― 42.4 ―

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 48 ― 49 ― 50 50

実績 41.5

課題・問題点

　快適にトイレを利用してもらうため、トイレの場所や利用頻度に応じ、トイレの清掃回数を検討していく。
　老朽化しているトイレが多いため、清掃とあわせて応急的な維持補修工事を適宜行っていく必要がある。

指標の選定理由及び目標値の理由

　トイレ施設の管理状況が、公園・遊び場に満足している区民の割合につながる。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

事 業 の

成 果

手 段 に

対する指標

(活動指標)

公衆トイレ清掃回数

1.2 R7

指標の選定理由及び目標値の理由

　　1日１回の通常清掃、利用頻度の高いトイレは1日2回清掃としていることから、１日当たりの平均清掃回数を目標値
とした。

現状維持
　公衆衛生上必要な施設であり、利用者が快適に利用できる環境に保つた
め、継続して清掃等を行う。

目 的 に

対する指標

(成果指標)

「公園・遊び場」に満足している」区民の割合

50 R7



令和３年度　事務事業評価シート

施 策 222

事 業 名

根 拠 法 令

関 連 計 画

実 施 基 準 実施方法 直営

事 業 内 容

議 会 質 問

の 状 況

そ の 他

特 記 事 項

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

10,697 10,654 10,700 8,195 8,841 7,726

7,450 10,443 9,939 6,791 8,488 7,726

7,450 10,443 9,939 6,791 8,488 7,726

69.6% 98.0% 92.9% 82.9% 96.0% 100.0%

26,643 13,579 9,704

7,450 10,443 36,582 20,370 18,192

　特になし

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）

　特になし

対 象 者 　区民、来街者

　墨田区特定法定外公共物等管理条例

区独自基準 人員体制・委託先 常勤4

　法定外公共物の境界が確定され、不法占用物件が解消された箇所から順次整備し、舗装等についても適宜補修を行
う。

経 過

開始年度 昭和２８年度 終了予定 ―

　平成２９年度１２月施行の「墨田区特定法定外公共物等管理条例」等による管理

主な事業費用の説明

B.人コスト

総事業決算額（A+B）

・道路等汚泥清掃委託費
・不法占拠復旧工事費
・維持補修費

予算書P（令和3年度） 執行実績報告書P（令和2年度）P210 2-2 P154-2

安全で快適な暮らしを支える、便利な交通環境を形成する 部内優先順位

法定外公共物維持管理事業費 19

予算・決算額推移（千円）

予算現額（事業費）

A.決算額（令和３年度は見込み）

国

都

その他

財 源

執行率（％）

一般財源

目 的 　法定外公共物の適正な維持管理と整備

主管課・係（担当）

道路公園課計画調整担当

03-5608-6661



指　標 単　位 件/年

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 R1

目標 10 10 10 10

実績 4 7 6 5

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 10 10 10 10 10 10

実績 4

指　標 単　位 ％

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標 26 ― 27 ―

実績 26.9 ― 29.6 ―

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 28 ― 29 ― 30 30

実績 32.3

課題・問題点

　老朽化した施設が多いため、緊急度に応じた維持管理を継続していく必要がある。

R7

指標の選定理由及び目標値の理由

　法定外公共物維持管理事業費で補修することで、快適な交通環境が確保され、交通の安全性に満足している区民割
合を高めることにつながる。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

事 業 の

成 果

手 段 に

対する指標

(活動指標)

法定外公共物維持補修件数

10 R7

指標の選定理由及び目標値の理由

　法定外公共物の機能を維持するために施工する維持補修件数を活動指標とした。
　目標値は、本区の法定外公共物の緊急対応の維持補修件数を近年の実績から10件とした。

目 的 に

対する指標

(成果指標)

現状維持
　通路としての重要な役割を持っているため、継続的な維持管理が必要であ
る。

「交通の安全性に満足している」区民の割合

30



令和３年度　事務事業評価シート

施 策 222

事 業 名

根 拠 法 令

関 連 計 画

実 施 基 準 実施方法 一部委託

事 業 内 容

議 会 質 問

の 状 況

そ の 他

特 記 事 項

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

10,346 9,975 6,227 8,399 9,521 9,209

10,216 9,808 6,077 6,692 7,725 9,209

10,216 9,808 6,077 6,692 7,725 9,209

0 0 0 0 0 0

98.7% 98.3% 97.6% 79.7% 81.1% 100.0%

1,969 1,748 1,764

10,216 9,808 8,046 8,440 9,489

目 的 　隅田公園来園者、少年野球場利用者及び東墨田地域の自動車所有者の利便性が確
保されている。

人員体制・委託先 常勤1、委託先：墨田区シルバー人材センター外

主管課・係（担当）

対 象 者 　東墨田駐車場：東墨田地区に住所あるいは事業所を有するか、その事業所に勤務する者
　隅田公園自動車駐車場：隅田公園来園者、少年野球場利用者

土木管理課交通安全担当

03-5608-6203

国

都

その他

財 源

執行率（％）

一般財源

予算書P（令和3年度） P208 1-11

安全で快適な暮らしを支える、便利な交通環境を形成する 部内優先順位

駐車場維持管理費 20

●東墨田駐車場
　 平成９年度　　平成２８年度まで東京都から２０年間の無償貸与
　 平成２９年度　令和８年度まで１０年間の無償貸与（更新）

●隅田公園自動車駐車場
　 隅田公園来園者のための自動車駐車場を平成２５年４月１日に開設した。

　墨田区東墨田駐車場運営要綱
　墨田区立公園条例
　墨田区立公園条例施行規則

●東墨田駐車場
　 駐車場利用希望者の申請受付、駐車契約者の各種申請手続受付、使用料の納付管理
　【委託業者への主な委託内容】
　　駐車場内の管理、点検、清掃等

●隅田公園自動車駐車場
　【委託業者への主な委託内容】
　　駐車場内の管理、点検、清掃
　　精算機の管理
　　収納金の管理及び区への納付

開始年度 平成９年度 終了予定 なし

［平成27年決特］　隅田公園自動車駐車場の有効活用について

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）
 
　特になし

予算・決算額推移（千円）

予算現額（事業費）

経 過

区独自基準

A.決算額（令和３年度は見込み）

主な事業費用の説明

B.人コスト

総事業決算額（A+B）

　東墨田駐車場・隅田公園自動車駐車場の維持管理経費

執行実績報告書P（令和2年度） P152-11



指　標 単　位 台

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標 140 140 140 140

実績 140 140 140 140

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 140 140 140 140 140 140

実績 140

指　標 単　位 台/年

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標 13,840 13,840 13,840 13,840

実績 13,381 13,720 14,471 16,451

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 13,840 13,840 13,840 13,840 13,840 13,840

実績 11,958

事 業 の

成 果

　利用台数で利用の増減が把握できる。

課題・問題点

【東墨田駐車場】
　２０年以上経過し、老朽化による影響からか、近年駐車場内の路面の陥没やネットフェンスの破損などが発生してお
り、安全で快適な利用環境を維持するため、優先度を設けて計画的に改修する必要がある。

【隅田公園自動車駐車場】
　砂利舗装の路面や区画線の劣化が目立っており改修が必要である。

手 段 に

対する指標

(活動指標)

駐車場の設置台数

指標の選定理由及び目標値の理由

　駐車場(東墨田115台、隅田公園25台、計140台)
　設置台数は現状で充足されている。

目 的 に

対する指標

(成果指標)

自動車駐車場の利用台数

指標の選定理由及び目標値の理由

　東墨田駐車場は東墨田地区の在住在勤者に必要な施設であり、隅田公園自
動車駐車場は公園利用者や少年野球場の利用者にとって必要な施設であるこ
とから、今後も継続する。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

現状維持

140 R7

R713,840
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事 業 名

根 拠 法 令

関 連 計 画

実 施 基 準 実施方法 一部委託

事 業 内 容

議 会 質 問

の 状 況

そ の 他

特 記 事 項

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

7,804 9,139 11,918 11,949 12,457 11,472

7,786 8,338 11,827 11,781 12,360 11,472

7,786 8,338 11,827 11,781 12,360 11,472

0 0 0 0 0 0

99.8% 91.2% 99.2% 98.6% 99.2% 100.0%

14,765 13,107 13,233

7,786 8,338 26,592 24,888 25,593

目 的

人員体制・委託先

主管課・係（担当）

対 象 者 　区内で土地の管理や財産管理、建築等を行う人

　道路法、墨田区有通路条例、墨田区特定法定外公共物等管理条例

常勤1・会計年度任用職員1、委託先：第一航業(株)

安全で快適な暮らしを支える、便利な交通環境を形成する 部内優先順位

21

開始年度 終了予定 なし

道路台帳整備費

　道路及びその沿道には、様々な公益上の規制が働く。
　これらは関係者の権利・利益と密接に関係するため、法律関係が及ぶ範囲や道
路区域・構造等を明確にする。

土木管理課土木管理担当

03-5608-6280

　道路法に基づき、道路台帳の管理及び調製のため、平面図や調書を補正し、閲覧・複写等交付サービスを行う。
　あわせて、墨田区条例で管理している道路等の台帳管理を行う。

昭和３９年度

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）

　特になし

その他

財 源

執行率（％）

予算・決算額推移（千円）

予算現額（事業費）

A.決算額（令和３年度は見込み）

国

都

P209 1-1 P153-1

　昭和３９年度に第一次道路台帳整備事業で開始し、現在ではパソコンによる各台帳関係資料の閲覧、複写・証明の交
付事務を行っている。
　平成２５年度から路線名、幅員のウェブ閲覧サービスを開始した。

経 過

法令基準

主な事業費用の説明

B.人コスト

総事業決算額（A+B）

　道路台帳補正委託費
　システムサーバ外の借上・保守管理委託

一般財源

予算書P（令和3年度） 執行実績報告書P（令和2年度）

　特になし



指　標 単　位 箇所/年

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標 350 350 350 350

実績 366 397 344 315

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 350 350 350 350 350 350

実績 365

指　標 単　位 件/年

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 R1

目標 10,000 10,000 10,000 10,000

実績 10,676 10,762 12,571 12,324

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

実績 10,966

　ウェブ閲覧サービスの操作方法の簡素化、境界確定図等の閲覧などの要望がある。
　利用者側の多様なインターネット環境に対応し、道路台帳現況図データの軽量化等を図り、ウェブ閲覧システムを安定
的に提供していくことが課題である。
　道路台帳では私道等は表示していないので、統合型ＧＩＳでの閲覧を可能にするなど、対応を検討する必要がある。

　道路の認定、廃止、区域変更等により形状や数値が変化した箇所（細街路事業、地籍調査事業を含む）を遅滞なく正
確に補正する必要がある。（例年、３００～４００箇所である。）

道路台帳現況図等の閲覧・複写交付・証明交付等
窓口申請件数

10,000 R7

課題・問題点

現状維持

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

　閲覧、複写・証明の交付申請者等の区民ニーズがあり、今後も継続していく。
　統合型ＧＩＳで閲覧可能になると、建築基準法の道路種別等のデータと見比べ
ることができるので、利用者へのサービス向上につながる。

事 業 の

成 果

台帳補正箇所数（調書の面積、幅員等を補正した区
間数）

350 R7

　ウェブ閲覧サービスを拡充することにより、窓口件数を減少させることができる。

手 段 に

対する指標

(活動指標)

指標の選定理由及び目標値の理由

目 的 に

対する指標

(成果指標)

指標の選定理由及び目標値の理由


